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本論文は、降雨に仟う流最増大時に多量に湾内に流人寸る栄養培iを用いて、その後柚物プラ
ンクトンが増殖する過程を、11ヨ懲系モデルを那いく解杤Lたものである。本i楡文は以下の 6 つ

の章で雛"j艾さ才Lている、.鮮j一市:は、 wf究の1"北弌OZ寸饗州1、栄共培1の窒昇で・りンの咲U党[1-1での動

態、富栄焚化、亦潮の発小、貧酸素水塊の発生などの現象を主とめ、木楡文の研究目的を示し
ている.第二章は、句仔獣寸象とした渥共湾の概要、鰯井ナ1に川いた河川からの所ジ>1と栄養塩の

所'ノ＼f曳イ断]1、 vai他j一でd)窒'・1・りン111j'じ、 1直4勿フ"ランクトンd牙、旨心異、'ξ声)るクロロフィルーa (a〕1-a)
濃度の取得方法、モデルにし、要な気象テータ等について示している..第_ご.雫は、今回剛いたシ
ミュレーションモラゞル(こノ)し、く仔己市戈 L 、ぐし、る.、鮮引IU1屯一でほ、 i可J1ソPらα)1流ノ＼負Wi呈1こノ)し、ーぐ、

特に降IN岫V)流入負荷呈にっいて詳絲mに記述している..主た、湾内の栄養塩辻 U]1-a 濃度につ
いて降■に作う流入の前後における変化に若目Lて解析を行い、流人後には表層の塩分濃度が
低下・小るとと1メこ、栄養塩濃度が1高くなること、その後に Chl-a 濃度が品くなり柚物プランク

トンd)↓曽列功§上ιら才1ることを示Lているずj力1,革に才3いく、シミュレ、ーションモデルの1吉果に

ついてボL、降雨に伴う栄養1盆流人後の仟科勿プランクトンの蛸宛〔とそれ,にイ半う1容有:態栄撲1盆の
り、ι象を再旦1できたこ上を水している.、葬D父章では、本棚、究ぴ所佶果をまとめている

論文内容 の 要

湾内の植物ブランクトンの異常増殖は、赤潮の発4ι上Lて顕在化L、その後の死滅と底屑へ
の沈降により貧酸業ノjU地を発生させ、環境やi魚業に大きく景鍔張を・り・えくいる、、これ"らの現象を

沌刈十小るため、調査やシミュレーションモデルによる研究が進めら力/ぐきたが、河川からの流
入負荷の詳細なデータが欠落Lているため、一定の濃度で流入させるなどの便1'〔的な方払がと
ら六/ぐおり、その精度の1司上_が必要であった。-b、1大ル峡こおける劉麟川告牙VPら、テータ数や

地点Υ川眼ら才1,る 1)のの変季におい、ぐ降雨にイ半う栄養j_1'の流人fU嵜増大後に何科勿プランクトン

の増列功§見られ、赤1帆の発生につながるこ上が明らかになっくきた_そのため、降1永jにイ半う栄

焚1盆i允ノ＼後の栄焚"豆訓11空弌0村叫勿フ'ランクトン器W女に才f月したシミュレ・ーションモデルの1刑発

が求められ/ぐいた、

本靭ぢtは、今まで開発されてきたシミュレーションモデルを参苦に、普橋、市内を流力,る悔田

川とその流入先である渥災湾を対象としく、降雨に伴う栄養瑜藷流ノ＼後山湾内の栄焚塩濃度や柚

4勿フ゜ランクトン器W女をシミュレ、ート再li彪オC4ゴ愆系モヲリレを●斤ゾヒ1こ都リ襄し、こ加ル1、d)訓W女変イヒを

再悦できた_降雨Π丁の河川からの流入負荷についくは、既存の詳細な調査データを用いるとと
tHこ、主要な河川の流示観測力汀U血さ六/<、いる他地域八の適用も苦えく汎川なモデルにより栄
盡塩負荷の時問変化を算出L、こ力,を河川からの境界でのインフットと寸ることで、降雨に伴

う栄養埒ン)1流入負1寺を苦慮Lたモテ'ルの"i築ができている,,このモテ'ルを用いたシミュレ、ーシ
ヨンぴ)1浩牙ミ、 F羊1ホj{こイ'十し、材'ノ＼「}、る斗之養1盆1士1他j1ブ司{こ1流ノ＼1妾、速べ、カ、{こ1忙科勿ブ'ランクトン 1こ吸1峡さ

六,るため、降雨の}測奬に1シ上るが沖介主でには利遂しないこど、仙物プランクトンが咽殖司、る

範剛゛"沢られることなどがネ斤たに明らかになった.

呪在、栄養塩の排出源として農地や市社"也等のノンポイント汚染源が注目されくいるが、哨
天時に1士流出が少なく、降雨時に多呈に流出小るため、ト流域の内湾や淌}揣{こ流入Lた後の挙

動ガ引U艀明であった,,本刷ヲtにより、降雨に仟〆誠流ノ＼後に村科勿ブランクトンの増殖に寄勺'・する

七をモテンレ用いて明らかにできたため、ノン小イント汚リゞ凍からの栄養埒§流1_Ⅱの削1咸の3必喫こ

性を示司、ことができた。主た、このシミュレーションモデルは、ノンポイント汚染1原からの栄た

養垢§流W'蔚告を削減Lた場合の効果をiド卵・J、るこども可能なため、その応用範俳1はj太く、多方
面で活川さ加,るこ七が川1待できる

こ六,らのこどより、オ、楡文は博士(工学り4)学位i楡文に村}当する t四)上判定Lた,
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